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 目的：ヒト胎児における非侵襲的な脈圧計測方法の確立 
方法：water-hammer式を理論背景に非侵襲的に計測可能なパラメーターから脈圧推定法を考案した。
water-hammer式はニュートン力学に基づく運動方程式で脈圧＝血液密度×血流速度×脈波伝播速度としてい
る。血液密度は一定の定数と仮定し、血流速度計測は既存のドプラ法を用い、脈波伝播速度は位相差トラッキ
ング法により血管壁の異なる 2点間で同時に血管壁の運動を計測することによって得られる遅延時間から計
測した。シミュレーション実験を用いて推定された脈圧と圧力計による実測真値を比較することで正確性を評
価したのちヒト胎児における下行大動脈横隔膜レベルでの脈圧計測を行った。同意の得られた正常胎児 98例
（16-40週）、出生前ステロイドを受けた胎児 21例（23-33週）を計測対象として妊娠週数および薬物投与が
ヒト胎児の脈圧に与える影響を検討した。正常ヒト胎児の脈圧と妊娠週数の関係は回帰分析で相関関係を検討
した。出生前ステロイドは投与される前と投与後 2日目、8日目の 3点で計測し、それぞれ one-way ANOVA、
Tukey-Kramer法で有意差を検討した。統計解析はすべて JMP 10.0.2 (SAS, Cary, NC, USA, 2013)を使用した。 
結果：シミュレーション実験では各実測された真値に対し推定脈圧は強い相関を示した（r=0.99, p<0.01）。
計測を行った正常ヒト胎児 98例のうち 80例でデータ解析が可能であり、脈圧は妊娠週数に相関し増加する傾
向がみられた（PP=0.814×W-11.371, r=0.74、P<0.01）(PP; 脈圧, W; 妊娠週数)。出生前ステロイドを投与
されたヒト胎児 21例はそのすべてでデータ解析が可能であり、投与後 2日目だけ脈圧が上昇していることが
明らかとなった（one-way ANOVA, p<0.01）。 
結論：water-hammer式からなる脈圧推定法は実測真値とよい相関があり、実際のヒト胎児でも計測可能な方
法である。これまで臨床ではヒト胎児において血圧計測という概念はなかったが本研究の手法を用いて今後は
新たな知見を見いだせる可能性がある。 
 
